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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論は古代における日韓造瓦技術交流史の研究を主題とし、古代日本と百済の造瓦技術、生産体制を比
較検討し、造瓦技術交流史の序章を飾る、百済から古代日本への造瓦技術の導入の実態を明らかにしよう
とするものである。 
 百済における本格的な造瓦活動は熊津時代末期に中国南朝の造瓦技術を導入して始まった。熊津時代末
期から泗沘時代における主流系統である大通寺（弁端点珠）式の造瓦には、四系統の瓦工集団の関与を確
認することができる。飛鳥寺創建瓦の造瓦を担った一派である「星組」瓦工集団は、そのうちの一系統で
ある「金徳里系」瓦工集団の系譜にあると考えられ、間接的に中国南朝の影響を受けて古代日本の造瓦活
動は始められたものとみなすことができる。一方の飛鳥寺「花組」瓦工集団の系譜については、はっきり
しないが、今後、百済において花組の母集団が確認される可能性は高いと考えられる。 
日本の初期の造瓦活動に百済系の花組、星組瓦工集団が大きな役割を担ったことは、その後に展開する
奥山廃寺式や船橋廃寺式軒丸瓦の技術に両系統の影響がうかがわれる点からしても間違いない。須恵器工
人らを動員した彼らの技術指導が成功したことを物語る。一方、620 年代には豊浦寺式（高句麗系）軒丸
瓦のように、古新羅系の技術も新たに導入される。しかし、その段階の造瓦活動は、最初期のように単一
の集団によっておこなわれる状況のほか、ある特定の造寺に際して、系統の異なる工人が召集され、新た
な集団が編成される場合もあったようである。その状況は豊浦寺式のほか、斑鳩寺式の系譜にある奥山廃
寺式においても確認することができる。 
飛鳥寺の瓦生産が百済の瓦博士の指導の下で始められたことは、『日本書紀』などに明確な記録があり、
かつ、飛鳥寺と百済の瓦の文様意匠、製作技術が同一系統にあることを明確に示した先学の研究からも、
疑うことはできない。飛鳥寺の造瓦に百済の瓦博士が関与したことは確実といえる。そうした点を鑑みれ
ば、本論で明らかにしたように、古代日本と百済の瓦生産体制に遠隔地生産体制、複数供給体制、複数生
産体制、瓦陶兼業体制、複数操業体制など、共通する点が多くみられるという状況も、日本においてこう
した体制が考案されたとみるより、百済から生産体制に関わる情報を入手したとみたほうが理解しやすい
と思われる。百済から日本への造瓦技術の導入は、瓦の文様意匠や製作技術、窯の構築方法や窯の立地の
選択といった実際的な技術にとどまらず、生産体制に関わる情報を含むものであった可能性は高いと考え
る。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 「序章」では、百済から日本への瓦の導入の実態を、生産体制まで視野に入れて明らかにすること
を目ざすとしている。 
 第１部「日本の造瓦技術と初期瓦生産体制」の第１章「飛鳥寺式、斑鳩寺式軒丸瓦の成立と展開」
では、百済系の花組、星組瓦工集団が分岐する萌芽が見られるという重要な事実を指摘している。第
２章「奥山廃寺式、豊浦寺式軒丸瓦の成立と展開」では、瓦工集団の独立性が低いなど、瓦工集団の
実態に迫っている点が注目される。また権力による瓦生産への関与の可能性を明らかにした点も重要
である。第３章「船橋廃寺式軒丸瓦の成立と展開」では、飛鳥とは別の造瓦技術が中・南河内に定着
している様相を明らかにした点が注目される。以上の第１～３章では、初期の瓦当文様と瓦生産の変
遷を系統的に分析し、瓦工集団の実態やその性格にまで及ぶ高度の議論を展開していると評価できる。
第４章「初期瓦窯の操業体制」では、複数操業体制や遠隔地の複数の生産地で短期集中的に瓦を生産
していた様相を明らかにしている。第５章「初期瓦窯の造瓦技術」では、国家権力が瓦生産に関与し
たことを考える糸口を提示した点が注目される。第６章「初期瓦生産期の造瓦技術と生産体制」では、
日本の初期瓦生産の状況が全体的に示されており、今後の研究に影響を与えるところが大きいと判断
される。 
 第２部「百済の造瓦技術と瓦生産体制」の第１章「百済熊津、泗?時代における素弁蓮華文軒丸瓦
の成立と展開」では主要系統の瓦を詳細に検討している。第２章「百済における「大通寺式」軒丸瓦
の造瓦技術」では、百済の瓦生産は中国南朝の技術を取り入れて成立し、金徳里系統が星組に系譜す
るという重大な事実を初めて明らかにしている。第３章「消費地からみた百済泗?時代の瓦生産」と
第４章「百済泗?時代の瓦窯における生産と技術」は、百済の瓦生産体制の研究に重要な一石を投じ
たと言える。第５章「百済の造瓦技術と瓦生産体制」では、百済の瓦については生産体制に関する研
究が乏しいなか、百済の瓦研究の水準を高めるものと判断される。 
 「終章」では、日本の瓦の生産体制は、百済と共通する点が多いこと、百済からの瓦の導入は、単
に技術だけでなく生産体制に関する情報も含まれていたと結論づけている。 
 本論文は、瓦の実物を詳細に観察する手堅い実証を積み重ね、日本考古学の最重要テーマの１つで
ある瓦研究において、初期瓦研究の水準を一挙に高めたと高く評価できる。 
  以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
